
 

令和７年度 横浜市学力・学習状況調査結果から見るサイエンス生 

調査結果チャート                                                                                         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）学力の概要と要因の分析 
全教科・全学年で本校は市平均を大きく上回っている。特に数学・理科・社会で市との差が非常に大きい結果となった。観

点別では「思考・判断・表現」の伸びが顕著であった。知識の定着に加えて、高次の思考・活用を特に強く伸ばしていることが

本校の特徴といえる。 
 

（２）教科学習の状況 
 ○国 語 科：説明的・文学的文章の双方で読解の質が高い。 

 ○社 会 科：時期・相互関係などの視点も高位であるが、中 3での思考系の差が縮小。 

 ○数 学 科：思考・判断・表現の差が特に大きい。筋道立てた解法選択・説明活動が強い。 

 ○理    科：思考・判断・表現の差が突出している。実験考察・グラフ読解・根拠説明が強い。 

 ○外国語科：他教科に比べ差は小さめであるが、上昇傾向。アウトプット（話す・書く）の量と質の可視化を強める必要あり。 

 

（３）経年変化の状況と要因の分析 

 昨年度の調査結果と比較すると、各教科の学力のバランスに大きな差は見られない。３学年については学習意識のバランス

に変化は見られなかったが、２学年については、５教科の学習意識が下がっている。生活意識のポイントも下がっていることか

ら、生活リズムの乱れとの関連もあると考えられる。生活習慣の安定を図りながら、学習指導に取り組んでいきたい。 
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